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	応用
	抗原情報
	背景
	アダプター関連タンパク質複合体2（AP-2複合体）は、受容体を介したエンドサイトーシスにおいて、クラスリンの集合を誘導し、膜結合型受容体と相互作用し、エンドサイトーシス補助因子をリクルートする機能を果たす。この遺伝子は、Ser/Thrタンパク質キナーゼのSNF1サブファミリーに属するタンパク質をコードする。このタンパク質はAP-2複合体のサブユニットと相互作用し、リン酸化することで、膜結合型受容体に存在する選別シグナルへのAP-2の結合、そしてそれに続く受容体エンドサイトーシスを促進する。AP-2のキナーゼ活性はクラスリンによって刺激される。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されているが、その生物学的妥当性は未だ確立されていない。[RefSeq提供、2008年7月], 触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。, 酵素制御：クラスリンによって刺激される。, 機能：アダプタータンパク質複合体2（AP-2）のAP2M1/μ2サブユニットをリン酸化。クラスリンを介したエンドサイトーシスの調節に関与している可能性がある。,PTM：自己リン酸化される。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,細胞内局在：細胞膜上のクラスリン被覆ピットに存在する場合に活性を示す。,サブユニット：α-アダプチンおよびAP-2と相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	COS7細胞ライセートのAAK1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AAK1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

